

















































2 層または 3 層のフルート構造と表面に使われているロングファイバーパルプにより、軽量で強度と




























































































活を続けている高齢者 5 名にダントイレを紹介し、モニター評価に協力していただいた（図 9 ）。ど
なたも段ボール製のトイレに関心が高く、購入したいという人もいた。
5 ．アンケート結果のまとめと今後の計画
　2019年 3 月 4 日から 3 月30日の間に北海道、岩手県、熊本県の地震による被災地を訪問し、ダント
イレのモニター調査を実施した。ダントイレに試乗した人は累計150名だが、アンケートの回収数は
105名であった。アンケート記入者の職種と人数は、PT16名、OT17名、看護師 6 名、言語聴覚士 5 名、
義肢装具士 5 名、介護福祉士 4 名、保育士11名、医療事務職 5 名、医師 1 名、相談員 1 名、教員 7 名、
保護者 2 名である。ダントイレの安定性については、とても良いと良いが80％と概ね良好であった（図
10）便座の高さについては、ちょうど良いが74％であったが、少し低いと感じる人が24％いた（図
11）。便座の形状はとても良いと良いが37％、普通が42％と概ねこうひょうであったが、穴の大きさ
は意見が分かれ、小さいと感じる人と大きすぎて不安定になると感じる人がいた。そのためあまり良
くないが 7 ％、改良が必要と考える人は14％いた（図12）。便座の蓋に関してはとても良い32％。良
図 8 　山鹿市と玉名市の障害児施設での調査
図 9 　益城町テクノ仮設団地でのモニター
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い45％で必要と考えている方が多かった（図13）。自由記述を読むと、便器の汚れ、使用後の匂い、
汚物処理に関連する衛生面の問題を懸念する意見が多かった。また立ち上がりの補助となる手すり、
プライバシーを保護する壁の設置の要望が複数あった。
　以上の結果を基に、モスト技研のエンジニアと協議しながらダントイレの最終仕様を決定し20台を
製作した。また大学のゼミ活動で、イレクターで手すりと強化段ボールで個室を試作した。最終仕様
のダントイレは神戸市、静岡市、北九州市、伊達市、東京都のリハビリテーション関係者、教員、障
図１0　ダントイレの安定性に関するアンケート結果（n＝１05）
図１2　便座の形状とサイズに関するアンケート結果（n＝１05）
図１１　便座の高さに関するアンケート結果（n＝１05）
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害当事者に送付し、モニター調査を継続している。
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図１3　便座の蓋に関するアンケート結果（n＝１05）
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